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１．はじめに 

 

世帯を単位とした意思決定は，自動車の購入や，

居住地の選択などの世帯を単位として保有する資産

の購入においても重要であるが，送迎行動や食料品

の購入行動などや，世帯内での役割分担といった形

を含めると，日常的な多くの局面において行われて

いる．今後予想される超高齢化社会や，情報通信の

発達によるコミュニケーション特性の変化などを考

えたときには，世帯を単位とした交通行動の分析が

必要になってくる．これまで，世帯単位の購買行動

などの意思決定の分析は，個人の効用を重み付けし

た世帯効用関数など，世帯の意思決定にかかわる効

用関数を設定し，それによって世帯の行動を説明す

るモデルなどが試みられてきた1)． 

本研究では世帯のアクティビティダイアリーを用

いて，世帯構成員が同じ場所と時間を共有し同じ行

動を行うことを帯同活動と定義し分析を行う．この

活動は複数の構成員がいるために，意思決定が一人

で行うことができないことが明らかであり，この活

動の分析を通じて，世帯での意思決定がどのように

行われているのかを分析する足がかりとするもので

ある． 

 

２．データの概要 

 

（１）調査対象と特長 

本研究で用いるデータは2003年に甲府市で行わ

れた世帯を対象としたアクティビティダイアリー調

査をもとにしたものである．調査対象は，山梨大学 

 

土木環境工学科に在籍する自宅から通学する学生の

世帯，山梨県庁および甲府市役所に調査協力を依頼

し，132世帯から回答が得られた．調査の内容は，

世帯の特性を記入する世帯票，世帯構成員のアクテ

ィビティダイアリーを平日および休日それぞれ1日

ずつとっている．この調査の特長としては，世帯全

員のアクティビティダイアリーに追加して，同時に

通信ダイアリーの調査していることである．通信履

歴では，当日の行動と関係のあった通信については

特別にどの行動と関連したのかを記入してもらって

いる．データの詳細については，参考文献２）を参

照されたい． 

 

３．休日の帯同活動の基礎的集計 

 

（１）帯同活動の基礎的特性 

 帯同活動は，休日においては全活動数の41%を占

めており，平日では20%を占める活動である．平日

では世帯の多くが日中仕事や通学を行っており，そ

の特性がわかりづらい点があるため，本分析では以

下休日に着目して帯同活動の分析を行い，帯同活動

がどのような時空間特性を持っているのかを明らか

にする．図－1は休日の帯同活動がどの時間帯に始

まったのかを示すものである．この図から， 12時 
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図－1 休日の帯同活動の開始時刻分布 
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および夕方17～19時にピークを迎えることがわかる．

この活動場所を自宅内，移動，自宅外に区分してみ

たものが図－２である．自宅内での帯同活動は朝，

昼，19時付近でそれぞれピークを迎えるが，自宅外

の活動は10時ぐらいに立ち上がり，その後横ばいを

続けて，19時には減少する．その前後に移動が分布

している． 
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図－２ 帯同活動の時間的空間特性 

それぞれの具体的な活動内容を主だったものを

分類し図－３に示した．自宅内での帯同活動のほと

んどは家族の誰かとの会話/団欒に分類されており，

その軌跡は図－２の自宅内の活動分布と重なる．自

宅外の活動では個人的な買物および家族のための買

物が多くを占めた． 
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図－３ 帯同活動の活動内容別分類 

 

（２）世帯内の位置づけと帯同活動 

 本節では，帯同活動が世帯内で役割的な関係があ

るのかを，世帯内での個人の位置付けに着目する．

そのために，世帯内の世帯主や配偶者などの関係と

帯同活動の状態をまとめる．図－４は帯同活動を行

った場合の相手が誰であったのかをまとめたもので

ある．世帯主および配偶者の間での帯同活動が80%

を占めている．子供の側からみた場合に，世帯主と

の帯同が70%を占めており，配偶者との割合を大き

く上回っている．これを時間帯別の活動内容で分類

したものが図－５である． 
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図－４ 帯同活動を行う続柄の割合 
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図－５ 子と世帯主の帯同活動の時間帯別活動内容 

 

図－５を見ると，家族の誰かとの団欒の割合が

全体から見ると減少し，移動の占める割合が高くな

っている．また，観光・レジャーや食事・喫茶など

の割合も夕方には高まるが，移動の数に対してそれ

らは少ない．また，帯同活動を行っている割合は13

時～15時付近で非常に小さくなっている．これらの

ことから，自宅外での活動に関連した送迎などが行

われていることが考えられる． 

 

（３）世帯内の通信状況 

 本節では，調査で付随的にとられている通信ダイ

アリー調査から，通信の相手先が世帯構成員である

ものだけを取り出しその特性を概観する．これは，

世帯での帯同活動の多くは家族内会話/団欒である

ことから，世帯の帯同活動の多くはコミュニケーシ

ョンであると考えられる．そこで，コミュニケーシ

ョンのツールである通信の状況をみることで，帯同

活動との関係を探るものである． 

 図－６は休日の通信の相手先を，メディアおよび

方向別にまとめたものである．ただし，世帯内での

受信・発信はダブルカウントになっている．世帯内

の通信は全通信のおおよそ12%であり，それほど高

い比率ではない．その内容は当日/翌日の予定に関

連するもの，緊急連絡の比率が，家族以外と比較し



て高くなり，おしゃべり的な通信はあまり見られな

い．特に世帯主および配偶者から子供に向けての発

信が多くなっていた．図－７に手段別の時間帯分布

を示した．通話が11時台および17時台にピークを迎

えている．これと図－２および図－３を比較すると

帯同活動の自宅内が低い時間帯に通信のピークが存

在する．もちろん自宅内帯同活動が行われている場

合に通信が発生することは少ないと考えられるが，

図－5と比較すると，この時間帯は親子間での帯同

活動のうちで移動が少ない時間帯であり，送迎など

の前に時空間的なマッチングのために通信，特に通

話が行われていると考えられる． 
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これまでの基礎的な集計分析の結果では，世帯

内の帯同活動の多くは家族との会話/団欒であるこ

とが明らかになった．特に続柄に注目した場合には，

世帯主と配偶者間の会話/団欒が多くを占めるが，

親子間では送迎も比較的大きな割合を占め，そのマ

ッチングのために通信が補助的ツールとして関係し

ている． 

 

４．帯同活動の要因分析 

 

 本章では帯同活動が世帯内で行われる要因の分析

を行う．帯同活動は，世帯構成員間の時空間マッチ

ングを必要とすること，実際に行われている帯同活

動の多くは，会話/団欒および送迎であった．会話/

団欒については，あらかじめスケジュールされてい

ると考えるのは難しいことや，送迎は，世帯の構成

員に自宅外での固定的活動が存在する必要があり，

世帯主が自宅で自家用車を利用可能であるという必

要条件が存在する．これらのことから，本研究では，

それらの条件を導出することを目的とし，その条件

から世帯内での帯同活動の意思決定を分析する． 

 

（１）分析手法 

 アクティビティダイアリーデータを，表－１に示

すような５つの時間帯ごとにどのような活動要素が

含まれていたのかを要因変数とした．目的変数は帯

同活動を行ったかどうかである．活動要素は表－２

に示した．これ以外に誰とどのメディアを使って通

信を行ったかを要因変数として用いた．このような

要因変数を用いた理由は，帯同活動に時間帯的な特

性が影響していることと，時

空間パス上において，前後の

活動がパスの複合に大きな影

響を持つためである． 

 影響を与える条件の導出手

法としては，デシジョンツリ

ーを用いることとする．その理由は，どのような条

件が必要であるのかの事前情報があまり無いことと，

通信を含めた活動を分析するため，多くの要因が存

在し，それらの関係性が明確

でないことである．デシジョ

ンツリーの分岐は(1)式に示

すC5.0アルゴリズムに基づく

情報獲得基準を用いた． 

( ) ( )
( )TI

CGCGr T =  (1) 

C：J個の水準を持つカテゴリ

カル基準変数 

T：予測変数ベクトル 

( )CG ：C変数で分類すること

による獲得情報量 

( )TI ：条件T自体が持つ平均

情報量 

情報獲得量によって，より大きく帯同活動のあ

るなしに影響を与える変数が上位にあらわれる

表－１ 
活動時間分類 
６～10 時(午前) 

10～14 時(昼) 

14～18 時(午後) 

18～22 時(夜間) 

22～26 時(深夜) 

表－２ 活動分類 
在宅 
仕事・学習 
私用 
食事・喫茶 
家族のための買物 
個人的な買物 
観光・レジャー 
その他 
徒歩移動 
二輪車移動 
自動車移動 
タクシー利用 
バス利用 
鉄道利用 
その他移動手段 



ことになる． 

 

（２）分析結果 

今回の分析では，休日のアクティビティダイ

アリーデータおよび通信ダイアリーデータを用

いて，分岐条件を活動と通信をそれぞれ同数出

るようにアルゴリズムを設定した．得られた結

果を表－３に活動条件および通信条件をまとめ

て示す． 

表－３ デシジョンツリーによる 

帯同活動の活動および通信要因 

活動条件１ 午前の活動分類＝在宅 

活動条件２ 昼の活動分類＝在宅 

活動条件３ 夕方の活動分類＝家族のための買物 

活動条件４ 夜の活動分類＝在宅 

活動条件５ 深夜の活動分類＝在宅 

通信条件１ 通話の相手(受信)＝家族以外 

通信条件２ 通話の相手(受信)＝家族以外 

通信条件３ 通話の相手(受信)＝家族以外 

通信条件４ メールの相手(受信)＝家族以外 

通信条件５ メールの相手(受信)＝家族以外 

 

この結果からは，一日で帯同活動を行う条件と

しては活動条件１，活動条件２，活動条件４，活動

条件５に示された在宅があげられる．つまり在宅し

ていることが帯同活動を行う確率を高めることを意

味している．これは帯同活動の多くが家族との会話

/団欒であったことから当然の結果と思われるが，

通信条件を見てみると，家族との通信がでてこない．

これは，在宅が活動条件として導出されているため，

家族との通信を行うことは必ずしも帯同活動にとっ

て必要ではないということを示している． 

そこで，このデータから活動として「在宅」と，

通信相手が「家族以外」という条件を除いた場合に

ついて同様の分析を行った．その結果を表－４に示

す．ただし，通信条件は非常にサンプルが減ったた

め，条件３までを取り上げた．この結果からは，も

っとも影響する条件として，自動車の運転が挙げら

れた．自動車の運転を午前中に行っているというこ

とが，自宅外の帯同活動を行うためにもっとも強く

働くものであった．また，それと同様に，昼の観

光・レジャー活動や夕方の家族のための買物，夜の

食事・喫茶という家族の帯同行動の一日の代表的行

動パターンが読み取れた．また，通信条件を見ると，

子供との通信が強い規定要因となっていることが明

らかになった． 

表－４ 在宅および家族外通信を除いた 

帯同活動の活動および通信要因 

活動条件１ 午前の活動分類＝自動車運転 

活動条件２ 昼の活動分類＝観光・レジャー 

活動条件３ 夕方の活動分類＝家族のための買物 

活動条件４ 夜の活動分類＝食事・喫茶 

活動条件５ 夜中の活動分類＝その他 

通信条件１ 通話の相手(受信)＝子 

通信条件２ 通話の相手(発信)＝子 

通信条件３ 通話の相手(発信)＝配偶者 

 

５．おわりに 

 

本研究では，世帯の帯同行動という時空間をマ

ッチさせる必要がある行動に着目して，その特性を

分析した．基礎的な分析からは，家族との会話/団

欒がその多くの割合を占め，それ以外の帯同活動は

それほど行われていなかった．ただし，世帯内での

役割としての続柄に着目した結果では，世帯主と子

供の間では，通信を含めて移動に関係する帯同行動

が行われており，送迎や家族での外出が行われてい

ることが読み取れた． 

また，デシジョンツリーを用いた分析からは，

在宅が帯同活動のキーとなることが示されたが，自

宅内をのぞき，自宅外での活動に着目すると，家族

での外出活動のパターンが抽出された．あわせて通

信との関係をみた場合には，親とこの間での通信が

帯同活動に影響していることが明らかとなった． 

本研究では帯同行動を行う場合にはどのような

要素が影響しているのかを分析したが，これはあく

まで影響する要素の抽出であって，どのように意思

決定を行っているのかを示したものではない．この

結果を用いて，世帯の意思決定構造を解明すること

が今後の課題である． 
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